
平成24年度九州地区国立太学法人等技術職員スキルアップ研修報告

1. 研修期間

システム情報技術系・生産技術系

松元明子・谷口康太郎

平成24年9月 12日（水）～9月 14日（金）

2. 研修会場

国立大学法人熊本大学黒髪キャンパス

3. 研修目的

九州地区国立大学法人等の教室系の技術職員に対してその職務遂行に必要な技術的資質の向上を図る。

4. 研修肉容

1日目 開講式・オリエンテーション

講演l「熊本大学震災復興・日本再生支援事業｝気仙沼湾海底調査一」

講演2「熊本大学の人事評価について」、「工学部技術部における人事割面の取組み」

2日目：分野別講義・実習

機械コース「電気系とのアナロジーを意識した機械振動実験」

情報処理コース「MySQLで簡単データベース」

3日目：講演3「熊本大学の自然エネルギー導入への取組み」

5. 研修報告

見学 自然エネルギー導入実験施設・草新ものづくり教育センター＆ものクリエ房他

閉講式

システム情報技術系松元明子

各講演では、さまざまな分野の話を大変興味深く聞いた。特に「熊本大学震災復興・日本再生支援事

業一気仙沼湾海底調査ー」は、日々の研究が震災復興のために活かされる事業であり、工学の目的が実

現された素晴らしい取り組みだと思う。一方で、積極的に調査地域の住民の理解を得る努力もされてお

り、机上の学問の前にまず、人間関係の大切さを忘れてはいけないと感じた。

人事評価、自然エネルギ一、ものづくりへの熊本大学の取り組みをご紹介いただいたことも有益だっ

た。特に、人事評価では技術部が先例となっており、主体的に評価を行っていることに衝撃を受けた。

積み重ねてきた実績と信頼に基づくものだと思うが、自分たちで技術部の方向性を築いていけるという

ことは車邸哉の発展に欠かせないことではないかと思う。

学生の実践的活動の場として「ものクリ工房」という工作施設があり、ものづくりコンテストも開催

されるなど、学生のものづくりへの情熱を支援する仕組みが印象的だった。本学でも小学生や中高生向

けの取り組みは行っているが、学生の作品を展示するなど、在学生へのものづくり支援にも取り組んで

いけたらよいのではないかと思った。

この研修で学んだことを活かし、大局を見据えて日々の業務に取り組むよう心がけたい。
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生産技術系谷口康太郎

1日目には人事評価制度に関する講演を聴講したが、その中で「人事制面の目的は、人事育成にあり、

人を育てることにある」という話があり、人事評価に対する考え方が変わった。また、新人における目

標設定については、熊本大学では研修制度に沿って目標設定しており、合理的に感じた。

2日目の本研修のメインである分野別講義・実習は「電気系とのアナロジーを意識した機械振動実験」

を体験した。これは熊本大学工学部機械システム工学科の 3年生を対象に実際に実施している機械工学

実験のテーマ「振動の実験」と同様の内容になっていた。この実験はまず最初に台車・パネ・ダンパー

で構成される基本的な振動系を実験題材として振動現象の基礎を学び、次に L-C-R回路における電気的

な振動系の実験を行い、機械系と電気系の振動現象における相似な関係性と振動現象の広がりを理解す

るというものであったロただ単に機械的な振動を取り上げるだけでなく、電気的な振動についても実験

で体験させ、より理解を深めさせるというところがこの実験のポイントである。また、共振現象やそれ

を抑えるための動吸振器、電気的な共振現象を利用しているゲノレマエウムラジオについても取り上げ、

工業製品の設計における振動現象の影響やその対策、または利用について実験と関連付けて理解できる

ような内容になっていた。それに加え、ピルの振動模型とその振動を吸収する動吸振器やクラドニ図形

を再現する振動板を技術職員が自作して学生実験で披露しており、学生が興味を惹くような様々な工夫

がされていTらこの実験の研修を通して技術職員のモチベーションの高さが伺え、なるべき姿が感じら

れた。実験の後には熊本大学工学部研究資料館を見学する時間を設けて頂き、動態保存された明治製の

貴重な工作機械を動いている状態で見ることができた。動力システムは一つのモーターからベルトを伝

って天井のシャフトによって工場全体に供給され、各工作機械はそこからベルトで伝えられる動力で稼

働する仕組みになっており、工作機械の歴史を知ることができた。

3日目の施設見学では革新ものづくり教育センターやもの夕日工房等を見学した。ものクリ工房には木

工や金属加工用の小型の工作機械からレーザー加工機、30プロッタ一等の最新の機器まで備えているが、

驚くのは設備だけでなく、利用目的には「学生及び教員の自主的創作活動j と彊われており、研究目的

でなくとも l年生から自由に利用できるようになっている。また、ものづくりコンテストが年に 2回実

施されているという話もあり、設備と制度の両面から学生のものづくりを支援できる体制が整っていたロ

今回の研修では研修中や懇親会でも様々な情報交換ができ、研修内容以上に多くの収穫があったと恩う。

本研修で経験したこと、感じたこと、学んだことを思い出し、今後の職務へ役立てたい。
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